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○野鳥、ネズミなどの野生動物対策
・小型の野生動物が鶏舎の外部から侵入しうる経路がないか、
鶏舎の内部及び外部から改めて点検し、必要な修繕

・野鳥などの野生動物の侵入を防止するための
防鳥ネットなどの点検、破損等の修繕

・鶏舎の壁面の破損修繕、屋根と壁の隙間修繕

○車両や人・物を介したウイルスの持込み防止
・衛生管理区域、鶏舎への出入りの際の洗浄・消毒の徹底
・衛生管理区域専用の衣服、靴、鶏舎ごとの専用の靴の使用

◎上記に加え、飼養衛生管理基準チェックリストの自己点検

本病発生防止のため、改めて次の事項の確認をお願いします。

韓国で、野鳥の糞便から高病原性鳥インフルエンザウイルスH5N8亜
型が検出されました。
韓国では、野鳥の糞便から同ウイルスが検出されたのは32ヶ月ぶり

です。渡り鳥の飛来シーズンを控えていることを踏まえれば、農場への
ウイルスの侵入リスクは高い状況です。

毎日の健康観察を行い、死亡羽数の増加等異常を見つけた
場合には速やかに家畜保健衛生所に連絡をお願いします。

韓国で高病原性鳥インフルエンザウイルスを検出！
今一度発生予防を徹底しましょう！

家畜の病気等についてのお問い合わせは家畜保健衛生所にお願いします。
山梨県西部家畜保健衛生所

電話： 0 5 5 1 - 2 2 - 0 7 7 1 F A X ： 0 5 5 1 - 2 2 - 6 7 2 8

鳥インフルエンザの情報を掲載した農林水産省ウェブサイト：http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/index.html


